



キーワー ド:都 市計画史 ・戦前 ・旧都市計画法 ・昭和初期 ・土地区画整理事業 ・名古屋 ・志賀公園
1.序
1.1石 川栄耀と北村徳太郎のみた志賀公園
図 一1は本稿の取 り扱 う志賀公園、その開園時の様子を
描いた鳥瞰 図である。昭和6年(1931)に 発行 された 『都市































力所の公園指定地か らなる、当時の 日本都市計画 として
図 一1「 名 古 屋 市 志 賀 公 園 鳥瞰 図 」




















































































































扱 う志賀公園である。これ らが冒頭の1章 に引用 した北村
徳太郎の昭和8年(1933)の 論文 「新 しい土地区画整理と其
空地及修景問題」で紹介 された事例に相当するのかは定か
でないが、志賀公園が地方都市において勃興 しつつあった
図 一2　 「大 阪市 平野 土地區 劃 整 理 地區 公 園 配 置 図」





































































図 一3名 古 屋 市 政 資 料館 所 蔵 「西 志 賀 土地 区整 理 厘組 合 地 厘劃 整 理 圖 」,原 縮 尺1/3,000






期工事 として南側2,000坪 余 りの追加 を決定した25)。
3.3土 地区画整理 ・公園指定地12号 ・志賀公園の相関
以上の経緯を当時の図面史料である『西志賀土地区整理
區組合地區劃整理圖』図 一3を用いて確認 しよう26)。
図 一7は 図 一3の 志賀公園を含む公園指定地12号 部分
を拡大したものであり、図 一8は 同範囲の現況図である。
公園指定地12号 の計画面積23,900坪 は図 一6の範囲A+
B+C+Dの 全てに相当した。昭和5年(1920)以 降に整備
された第1期 工事の6000坪 余 りは中央の範囲A、 昭和7






















べ く撤回せ しむる方針を取つた」 といい29)、 宅地化の抑











児童遊園⑪(運 動遊具 スマー トリーゴーラウン ド
ブランコ 滑臺 シーソー タワープレイ 回転ブランコ)
藤棚(鉄 製)一 基、(木製)一 基
亭一棟、パアーゴラ一棟㊨、便所一棟




























りも、池と櫟(く ぬぎ)林 を中心とした樹林地 と特徴づけ



































るとい う取 り決めであったものが、第1期 工事完了時には
公園付近の土地の購入希望者が多くな り、公園付近の土地
も評価額の100%の 評価で換地することに改めた42)。加え































































































































注1)北 村 徳 太 郎(1933):「 新 しい 土 地 区画 整 理 と其 空
地 及 修 景 問 題 」:『都 市公 論 』16巻6号,pp.134-153
注2)北 村 徳 太 郎 「名 古 屋 都 市 計 画 公 園決 定 時 と狩 野 科
長 の思 い 出」:『公 園 緑 地 』 第1巻 第5号,p.67
注3)佐 藤 昌(1977):『 日本 公 園 緑 地 発 達 史 上 巻 』:都
市計 画 研 究 所 、本 稿 の扱 う時期 的範 囲 に お け る地
方 都 市 公 園 につ い て はpp.178-191,p.302-307.
注4)例 え ば 、 鈴 木 依 理 子 ら(2002):「 札 幌 市 都 市 計 画
公 園 の事 業 化 に 関す る研 究(1942年 か ら1945年
ま で)」:日 本 建 築 学 会 計 画 系 論 文 集553
号,pp247-252
注5)丸 山 宏(1994):『 近 代 日本 公 園 史 』 思 文 閣 出
版,PP210-213.
注6)名 古 屋 市(2010):『 名 古 屋 の公 園100年 の あ ゆ
み 』,p.65.
注7)名 古 屋 都 市 セ ン タ ー(1999):『 名 古 屋 都 市 計 画
史 』,pp165-167,p.224.
注8)例 えば 、鶴 田佳 子 、 南谷 考 廣 、佐 藤 圭 二(1994):
「名 古 屋 市 に お け る戦 前 区画 整 理 設 計 水 準 の発 展
過 程 に 関 す る研 究 」:第29回 日本 都 市 計 画 学 会 学
術 系 論 文集,pp.211-216.
注9)堀 田典 裕(1995):「 道 徳 地 区 に お け る住 宅 地 形 成
とそ の空 間 的 特 質 につ い て 一近 代 名 古 屋 に お け る
郊 外 住 宅 地 開発(Ⅲ)」:日 本 建 築 学会 計 画 系 論
文集478号,pp.167-177
注10)向 口武 志(1999):「 『名 古 屋都 市 計 畫公 園 』の 計 画
理 念 」:日 本 建 築 学 会 計 画 系 論 文 集522号 、
pp.207・214ヽ 向 口武 志(2000):「 戦 前 名 古 屋 に お
け る 『名 古 屋 都 市 計 畫公 園 』 の 実 施 につ い て 」:
日本 建 築 学 会 学 術 講 演 梗概 集 、pp.49-50.に そ の
理 念 と実 施 過 程 の 概 要 が 論 じ られ て い る。
注11)前 掲 書3),pp.294-311
注12)「 地 方 通 信 」(1931):『 都 市 公 論 』14巻8
号,pp.161-191
注13)現 在 の 平 野 白鷺公 園 に相 当す る。
注14)復 興 小公 園 の 総 面積 は52ヶ 所 、44,261坪 で あ っ
た。 前 掲 書3),p.190
注15)「 近 隣公 園 」 の 規 模 は 「2「ヘ ク タ ール 」以 上 と
し5「 ヘ ク タ ール 」 を 中庸 とす る」、つ ま り6000
坪 以 上 と し、15000坪 程 度 を 平均 す る もの で あ っ
た。 前 掲 書3),p.287、 大 正13年(1924)の 内務
省 公 園 計 画 標 準 試 案 の 発 表 か ら10年 後 の 「公 園
計 画 基 準 」に わ た っ て 、北 村 が そ の取 りま とめ に
尽 力 した 。 旧都 市 計 画 法 が 改 正 され る昭和43年
(1968)に 至 る約40年 間 にわ た り、 日本 全 国 の公
園 計 画 の指 針 とな る。 前 掲 書3),pp.280-291
注16)狩 野力(1892～1934),大 正5年(1916)に 東 京 帝 国
大 学 農 科 大 学 農 学 科 卒 業 後 、明 治神 宮造 営局 に入
る。 大 正10年(1921)年 都 市計 画 愛 知 地 方 委 員 会
公 園 技 師 と して 名 古 屋 市 に赴 任 。 そ の後 、昭 和5
年(1927)に 新 設 され た 名 古 屋 市 公 園 課 の 課 長 と
して 東 山公 園 に 着 手 した。豊 橋 の 風 致 地 区、岡崎 、
一 宮 の公 園 計 画
、八 事 耕 地 整 理 の設 計 を担 う。阿
伎 生(1934):「 狩 野 君 を憶 ふ 」:『都 市公 論 』第17
巻 第5号,p.90
注17)狩 野 力(1931):「 土 地 區 劃 整 理 に依 る公 園 計 畫 の
實 施 」:『都 市 公 論 』 第14巻8号,p.166-172
注18)『 都 市 計 画 愛 知 地 方 委 員 会 会 議 録 第14回 』
(1920),p.21
注19)櫻 井 清 約(1932):「 區 劃 整 理 に 於 け る 小 公 園 施
設 」:『大名 古屋 の 區 劃整 理 』,p.45.
注20)羽 賀 祥 二(1998):『 史 蹟 論 』 名 古 屋 大 学 出版 社 に
詳 しい。
注21)田 冶 六 郎(1942):「 名 古 屋 都 市 計 畫 緑 地 事 業 概
況 」:『公 園緑 地 』 第6巻 第8号,p.12
注22)狩 野 と愛 知 県 の技 手 の桜 井 清 約 に よ る とあ る。前
掲 書17)19)
注23)前 掲 書17)
注24)近 藤 孝 次 郎(1935):「 完 成 せ る志 賀 公 園」:『區 劃
整 理 』1巻2号,pp.15-20.に よ る志 賀公 園 の 経緯
を以 下 に記 す 。
昭和五年三月二十七 日 公園施設費豫算 を計上可決す
同 年 四月 十九 日 地鎮祭執行
工事概況
第一期工事(昭 和五年六月 より翌年 六月 まで)
池掘削及 土留 工事、盛土地均 し排水 工事 、園路及築 山築造 、
池邊修飾 、樹林植栽 、芝生付 、運動器具 、鉄製藤棚設置、
橋 二渡架設 、便所 、亭各一棟新築、二百米 トラック完備
第 二期 工事(昭 和七年七月)
パアー ゴラ一棟(建 坪三十坪)新 設
第三期工事(昭 和八年二月 よ り四月まで)
グラウン ド拡張部分埋立、樹 林捕植及移植 、排水 工事
第四期工事(昭 和八年 五月よ り翌年三月 まで)
休憩所(建 坪 四十坪餘)新 築及庭 園築造
注25)前 掲 書24)に 同 じ。
注26)同 図 は年 代 不 詳 で あ る もの の 、工事 中 に追 加 され
た 西 志 賀 貝 塚 公 園 、綿 小 公 園 、野 球 グ ラ ウ ン ドの
描 か れ て い る こ とか ら昭 和6年(1933)以 降 に作 成
され た もの と推 定 す る こ とが で き る。
注27)愛 知 県 公 文 書館 所 蔵 文 書 に よれ ば 「防 空緑 地公 園
事 業 」に よ る も ので あ る。戦 時 下 の公 園整 備 につ
い て は稿 を 改 め た い。
注28)石 上 甲子 郎(1936):「 名 古 屋 都 市 計 畫 公 園 指 定 の
効 果 」 『造 園 雑 誌 』 第3巻 第3号,pp.219-229.
注29)前 掲 書28),p223.
注30)指 定地 全 体 に 園 路 が 計 画 され た こ と を鑑 み れ ば 、
将 来 の公 園 化 を見 据 え、組 合 が 宅 地 化 を見 送 って
い た 可 能 性 も あ ろ うが 、定 か で は な い。指 定 地 の
保 全 状 況 につ い て は稿 を改 め て 分析 した い。
注31)前 掲 書17)に 同 じ。
注32)前 掲 書19)に 同 じ。
注33)近 藤 孝 次郎(1937):「 志 賀 公 園 造 成 古 録 」『公 園緑
地 』1巻5号,pp.71-73.
注34)前 掲 書17)に 同 じ。
注35)狩 野 力(1928):「 児 童 公 園 設 計 の 話 」:『都 市創 作』
第3巻 第8号,pp.46-47.一 方 、 「幾何 学 的設 計 を
唱 へ る人 の側 は 、規 則 正 し く植 え る こ とを 目的 に
叶 つ た植 え方 な り と云 うて い る。即 ち公 園 面積 を
ば経 済 的 に利 用 す る事 が 出来 る し、又児 童 達 に封
して 其 の 頭 に秩 序 と規 律 の念 を植 え つ け るの に 、
よい機 會 を興 へ るか らだ と云つ て い る 」 とあ る。
注36)前 掲 書35)に 同 じ。
注37)前 掲 書19)に 同 じ。
注38)「 名 古 屋 都 市 計 畫 公 園 参 考 森 林 分 布 図 」(1927)
『都 市 計 画 要 覧 第 六 巻 付 図 』,柏書 房(1988)に 再
録 に 調 査 結 果 が あ る。
注39)狩 野 力(1927):「 郊 外 植 樹 ヨタ 話 」 『都 市創 作 』3
巻9号,1927年,P.59.
注40)黒 谷 了太 郎(1927):『 都 市 計 畫 と農 村 計 畫 』 広 台
社,p.215.
注41)前 掲 書3),pp.307-311
注42)前 掲 書17)に 同 じ。
注43)前 掲 書3),p.310
注44)「 座 談 会 名 古屋 の 公 園 を語 る 」(1937):『 公 園緑
地 』 第1巻 第5号,p.37
注45)前 掲 書16)に 同 じ。
注46)前 掲 書17)に 同 じ。
注47)狩 野 力(1932):「 名 古 屋 の 公 園 祭 り」:『都 市公 論 』
15巻11号,pp.121-123.
注48)前 掲 書46)に 同 じ。
注49)老 兵 生(1952):「 愛 知 縣 都 計 三 〇 年 の 歩 み 」:『新
都 市』 第5巻 第10号,p.92.に よれ ば、 「展 覧会 」
は松 坂屋 六 階 に て 開 か れ 、1.東 京 内務 省 衛 生 局
国 立公 園 資料2.大 阪公 園 関係 其 他 参 考 圖3.
京 都 新 設 運 動 場 関係 圖 面4.名 古 屋 各 公 園並 ニ
小 公 園 圖 、パ ノ ラマ 、ジ オ ラ ア 、将 来 ノ計 畫5.
横 濱 児 童 遊 園 参 考 資 料6.東 京 復 興 公 園 ノ各 種
等 の 資料 が展 示 され た。
注50)『 名 古屋 新 聞』 か ら確 認 した 。例 え ば、第5回 に
参 加 した公 園 は 『名 古 屋 都 市 計 畫 公 園 』の指 定 地
に お け る公 園 と して 、鶴 舞 公 園 ・中村 公 園 ・庄 内
公 園 ・志 賀 公 園 ・道 徳 公 園 ・萩 山公 園 ・田光公 園 ・
東 山公 園 と他2つ の 小公 園 が 参加 した。特 に東 山
公 園 で は 開 園 す る 以 前 か ら花 火 大 会 が 行 わ れ て
い た。
注51)名 古 屋 市(1929):『 大 正 昭 和 名 古 屋 市 史 第 六
巻 』,p.285.指 定 地6,14,15,23号 は遠 足 の 目的 地
に 用 い られ た 。(『 公 園 緑 地 』 第1巻 第5号
(1937),p.103.)
注52)名 古 屋 市 『大 正 昭 和 名 古 屋 市 史 第 六 巻 』(1949),
p.124.
注53)『 公 園 緑 地 』第1巻 第5号(1937)に よれ ば 、指 定
地 は遠 足 の 目的 地 と して も活 用 され て い た。
注54)北 村 徳 太 郎(1937):「 名 古屋 都 市 計 畫 公 園決 定 當
時 と狩 野課 長 の 思 い 出 」:『公 園 緑 地 』第1巻 第5
号,p.67
注55)前 掲 書16)風 致 に富 ん だ公 園 指 定 地18号 で は
ゴル フ ク ラ ブ が運 営 され て い た。同 地 で は保 勝 会
の活 動 を確 認 す る こ とが 出来 る。何 れ も狩 野 が絡
ん で い た可 能 性 が非 常 に高 い 。
注56)前 掲 書3),p.182
